
視点１ 視点２ 視点３

　

令和５年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況
■授業革新推進に向けた、指導上の課題

※「読み解く力」の育成を踏まえて
・個人差の広がりに対し、効果的か個別最適な指導工
夫が必要である。
・児童が基礎基本を確実に定着させるまでの時間を十
分に確保する必要がある。
・語彙力の乏しい児童が散在する。各教科の中で言葉
に着目した指導が必要である。
・教科書や資料から情報を読み取り、それを生かして
主体的に考える力の育成が必要である。

板橋区立 学校高島第六小

・「全国学力・学習状況調査」の結果から、国語では
文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えをま
とめる内容について、算数では「変化の関係」「デー
タの活用」分野の問題の正解率が低い。
・RSTの結果から、文章を読み取る力、語彙力に課題
が見られる。
・学力の二極化の傾向が見られ、個人間での学力差が
大きい。

カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

◎自ら進んで「深く考え、判断した」結果、新しい知識や技能を習得することに充実を感じる児童を育成する。
◎自分の考えをわかりやすく表現し、共感を得ることに喜びを感じる児童を育成する。
◎対話を大切にし、自分と違う考え、自分の知らなかった知識、技能に触れることを楽しみにする児童を育成する。
◎教師・友達・地域の方と積極的にコミュニケーションを図り、他人と交流する意義を感じながら他人を思いやり、協
働することに喜びを感じ、みんなと共生していこうとする児童を育成する。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

・小中の９年間を連続した学びとするた
めに、９年間という系統性を意識した研
修を実施する。
・「めあての設定→自力解決→集団解決
→まとめ・振り返り」の授業の流れや
「Input・Think・Output」の活動を取り
入れた授業を行い板橋区授業ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞを
定着させる。
・学びのエリアで連携した取り組みであ
るSDGｓを年間を通して教育活動に取り入
れていくことで、児童の活動意欲を高め
るとともに、取り組みを家庭や地域に発
信していく。

･ 各教科・領域等との関連を図り、ビオトープ等
本校の環境を活用した体験的な活動や人との交流
を積極的に取り入れ、コミュニケーション能力を
育むとともに愛校心を育む。
・総合的な学習の時間については、全体計画・年
間指導計画に基づき、総合的・横断的な内容を計
画的に取り上げ、目標を踏まえた課題を設定し、
問題解決の過程を重視した探究的な学習を展開
し、目指す資質・能力を育成する。
・ＳＤＧｓの視点を大切にし、環境や社会におけ
る課題について関心と理解を深め、自分にできる
ことをしようとする実践的意欲を育む。

・一人一台端末を効果的に活用し、個
別最適な学びと協働的な学びを実践す
る。
・組織的活動により、発達段階に応じ
た端末指導体制を整える。
・一人一台端末を活用し、不登校傾向
の児童との連絡を密にし、解消への
きっかけとする。

・各教科の授業においてに「Input・
Think・Output」の活動を設定し、学びの
質の向上を図る。
・「めあての設定→自力解決→集団解決
→まとめ・振り返り」等の学習の流れを
定着させる。

・学習用語をしっかり押さえ、教科書や資料
等から読み取ったことを基に、自分の考えを
持って主体的に学習に取り組む活動を毎時間
の授業で実践する。
・「共同的な学びの場面」や「ふりかえり」
を毎時間の授業に設定する。

・教科横断的な指導計画を作成する。
・子どもの自発的な疑問を大切にし、課
題設定→探究活動→表現活動を行い、主
体的に課題を設定し探求して得られたこ
とから、自ら出来ることを考え実践しよ
うとする力を育てる。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用


